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“再び月へ、月面探査や有人探査の拠点整備に挑戦”
～人類の活動領域の拡大に向け、宇宙機開発で培った技術力を活用～

１．三菱重工と月面開発

https://www.mhi.com/jp/news/23091401.html
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三菱重工が描く
月面社会将来イメージ <実現に向けたタイムライン>

①初期開拓期 ～10年後
：数人での短期滞在（～1か月）

②拡大成長期 ～20年後
：数十人での中期滞在（～1年）

③成熟運用期 ～30年後
：数百人での定常滞在

１．三菱重工と月面開発

 将来からのバックキャスティングで
取り組みを考える必要あり

 自分たちで要求・構想を打ち出す
必要あり（SFプロトタイピングな
どの活用）
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１．三菱重工と月面開発

三菱重工 ＝ 宇宙技術と幅広いインフラシステム技術を併せ持つ珍しい会社
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１．三菱重工と月面開発

推薬プラント

居住モジュール
（再生ECLSS）

×

推薬プラント＝宇宙×エナジー（水素）

×

再生ECLSS＝宇宙×プラント（CCUS）

*ECLSS: Environmental Control and Life Support System

宇宙～月面輸送
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２．月面開発における課題認識

エネルギー
ゾーン

研究・観測
ゾーン

月面港(着陸地点)
居住ゾーン
：居住モジュール

資源ゾーン
：推薬プラント

輸送・搬送は？

設置・固定は?

保守・運用は?

電力・通信・セキュリティは? ・・・

全体のアーキテクチャ構想と、それに合わせたシステム内の構成要素間のインターフェース設計
→ ハードウェア・ソフトウェア・他 包括的な観点での設計検討が必要



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 8

２．月面開発における課題認識

全体のアーキテクチャ構想と、それに合わせたシステム内の構成要素間のインターフェース設計
→ 月面開発で必要となるサービスのライフサイクルに沿って、

 キーとなる部分を優先的に具体化していく必要あり

開発

製造
組立
設置

廃棄

輸送

宇宙輸送

荷下

月面運搬試験

運用

監視・モニタ

メンテナンス

廃棄準備

運転

×

月面開発のサービスで想定される基本的なライフサイクル
月面上の多種多様な

サービス
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3．解決に向けた取り組み ３.１ 全体構想

ユーザー層

作業員

観光者

居住者

月面輸送サービス

食
料
・バ
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系

サ
ー
ビ
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ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

資
源
供
給

サ
ー
ビ
ス

建
築
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フ
ラ

サ
ー
ビ
ス

観
光
・居
住

サ
ー
ビ
ス

エ
ン
タ
メ
・金
融

サ
ー
ビ
ス

管制員

訓練員

データ・通信・ネットワークサービス

統合管制拠点・ (有人)環境制御サービス

自
動
統
合
管
制

サ
ー
ビ
ス

共通コンソール
タブレット・モニタ

ARゴーグル

音声ボット

地上拠点サービス

①月面デジタル統合運用

②宇宙ロジスティクス
宇宙輸送サービス
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多様なサービスに適用可能
な統合制御ソフトウェア

UI/UX層

ユーザー層

社会
インフラ
システム層

社会
データ

システム層

共通タブレット ARゴーグル 音声ボット

操作
制御

監視
モニタ

建築・ｲﾝﾌﾗ

調査
分析 探査

輸送 メディア
観光

エンタメ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

共通
インターフェース

アプリケーション

作業員 観光者居住者

情報
通信

データ
センタ

基地局

月面ネットワーク

対地球
通信

地球

統合
システム

HW

SW

各機器
システム

金融
保険

食料
バイオ

HW

SW

各機器
システム

HW

SW

各機器
システム

資源・ｴﾈﾙｷﾞ

・・・

居住

（有人）環境制御

共通OS

ECLSS 宇宙服

共有リソース（クラウド）

統合
システム

統合
システム

共通インターフェースによる
シームレスなUI/UX

共通のネットワーク、共有
リソースによるユビキタスな
データ操作とシンクライアン
トによる分散協働
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3．解決に向けた取り組み ３.２ 月面デジタル統合運用
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推薬プラント居住モジュール
（再生ECLSS）

月着陸機

太陽光パネ
ル取り外し後

三菱重工の総合力を活用し、地上～宇宙～月面までの
シームレス かつ サステナブル なロジスティクスの確立を目指す。

3．解決に向けた取り組み ３.３ 宇宙ロジスティクス

研究・観測
ゾーン

フォークリフト ロボット××
ローバ―

×
統合制御
ソフトウェア×ロケット

宇宙機

太陽光発電
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①月面デジタル統合運用 と ②宇宙ロジスティクス について、オープンイノベーションを
ベースに仮説検証活動を進めるべく、月面実験パークの整備・運用を計画中。

30-40m×10-15m：
将来拡張後の想定エリア

月面開発全体アーキテクチャの
コンセプトを実装・検証

月面模擬の
エリアの導入も検討

月着陸機
（実機大モックアップ）

推薬プラント

居住モジュール

電力システム

3．解決に向けた取り組み ３.4 月面実験パーク構想

月面ポート
（着陸検証）

統合制御

倉庫拠点
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月面実験パークの場所は三菱重工のオープンのベーション拠点のYHH(Yokohama Hardtech Hub)。
最初のアイテムとして、実機大の月着陸機のコンセプトモックアップの展示を準備中。

3．解決に向けた取り組み ３.4 月面実験パーク構想

2024年4月
展示開設予定

Φ6m

H6.5m
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②宇宙ロジスティクス

①月面デジタル統合運用
②宇宙ロジスティクス

を軸とした月面開発全体アーキテクチャの実現を目指し、
皆様との協力・共創に取り組んでいきます。

4．まとめ

建設分野の皆様と議論 / 
勉強させて頂きたいです!
 土木/整地プロセス
 重機の輸送
 重機の統合制御
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